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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多孔質構造を有すると共に外層部分がささくれ立っており、
　濃染剤が被覆されており、
　Ｌａｂ表色法における明度（Ｌ値）が１０．００以下である
漆黒色羊毛繊維。
【請求項２】
　請求項１に記載の漆黒色羊毛繊維を含む布帛。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、漆黒色羊毛繊維および布帛に関する。
【背景技術】
【０００２】
　過去に「獣毛繊維製品に予め低温プラズマ処理を施し、染色後に、低屈折率化合物を含
有する分散液を付与し、さらに熱処理することにより、獣毛繊維製品を深色化すること」
が提案されている（例えば、特開平７－３１０２７８号公報等参照）。なお、上述のよう
にすると、明度指数（Ｌ＊値）が１１.３の深色化獣毛繊維製品が得られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開平７－３１０２７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、漆黒色が好まれるフォーマルウェア等の市場では、さらに深い漆黒色の獣毛繊
維が求められている。
【０００５】
　本発明の課題は、従来よりも深い漆黒色の獣毛繊維を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１局面に係る漆黒色羊毛繊維は、多孔質構造を有すると共に外層部分がささ
くれ立っている。また、この漆黒色羊毛繊維には、濃染剤が被覆されている。そして、こ
の漆黒色羊毛繊維は、Ｌａｂ表色法における明度（Ｌ値）が１０．００以下である。また
、Ｌａｂ表色法における明度（Ｌ値）は９．００以下であるのが好ましい。なお、このよ
うな漆黒色羊毛繊維は、分枝構造（外層に数μｍ程度のささくれが存在する構造）や多孔
質構造（繊維内部に微細な空孔を有する構造）を有する獣毛繊維を既知の方法で黒色に染
色し、さらにその獣毛繊維を濃染剤で処理することにより得られる（下記の＜漆黒色獣毛
繊維の製造＞の欄の記載を参照）。
【０００７】
　本発明の第２局面に係る布帛には、上述の漆黒色羊毛繊維が含まれる。なお、この布帛
は、上述の漆黒色羊毛繊維のみから形成されていてもかまわない。また、ここにいう「布
帛」とは、例えば、織物や、編物、不織布などである。織物の織り組織としては、平織、
綾織、朱子織などの基本組織や、基本組織から誘導される変化組織および重ね組織などが
挙げられる。
【０００８】
　＜漆黒色羊毛繊維の製造＞
　なお、上述のような漆黒色羊毛繊維は、タンパク質分解工程、洗浄工程、乾燥工程およ
び染色工程を経て製造される。以下、各工程について詳述する。
【０００９】
　（１）タンパク質分解工程
　タンパク質分解工程では、羊毛繊維中のタンパク質の一部が分解される。このタンパク
質分解工程は、羊毛繊維をタンパク質分解液に浸漬することによって行われる。
【００１０】
　また、タンパク質分解工程では羊毛繊維をタンパク質分解液に浸漬させて静置しておい
てもよいし、また、タンパク質分解液中で羊毛繊維を攪拌してもよい。
【００１１】
　タンパク質分解液は、羊毛繊維中のタンパク質の一部に適度な加水分解を促すものであ
り、タンパク質分解液としては、水、アルカリ溶液、酸溶液のいずれか１つを用いるのが
好ましい。
【００１２】
　タンパク質分解液として水またはアルカリ溶液を利用する場合、タンパク質分解液のｐ
Ｈは７以上１３以下であるのが好ましい。タンパク質分解液のｐＨがこの範囲内であれば
、比較的短時間で適度に羊毛繊維中のタンパク質の一部を分解処理することができるから
である。なお、かかる場合、タンパク質分解液を３０～９０度Ｃに加熱してもかまわない
。なお、加熱温度は６０度Ｃ以下の低温であることがより好ましい。このような加熱温度
であれば羊毛繊維に柔らかな風合を与えることができるからである。
【００１３】
　また、タンパク質分解液として酸溶液を利用する場合、その酸溶液としては、具体的に
は、硫酸、ギ酸、塩酸などの無機酸、有機酸を用いることができる。なお、かかる場合、
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タンパク質分解液を５０度Ｃから９０度Ｃの温度で加熱するのが好ましい。加熱温度が９
０度Ｃよりも高ければ羊毛繊維が硬化して風合いが悪くなるからである。
【００１４】
　また、羊毛繊維中のタンパク質は、タンパク質分解後の羊毛繊維の乾燥重量が原毛の乾
燥重量に対して１０％以上５０％以下の範囲で減少する程度まで分解されるのが好ましい
。なお、原毛重量に対する重量減少率は１５％以上４５％以下であるのがより好ましく、
２０％以上４０％以下であるのがさらに好ましい。原毛重量に対する重量減少率が１０％
未満であると羊毛繊維の特性変化に乏しく、また、原毛重量に対する重量減少率が５０％
よりも大きいと羊毛繊維の機械的特性が低下してしまうからである。羊毛繊維中のタンパ
ク質を適度に分解するためには、タンパク質分解液の濃度や温度、羊毛繊維のタンパク質
分解液への浸漬時間等の諸条件を製品の仕様に応じて任意に決定すべきである。
　（２）洗浄工程
【００１５】
　洗浄工程では、タンパク質分解工程で一部のタンパク質が分解された羊毛繊維（以下「
一部分解羊毛繊維」という）が極性有機溶液に浸漬され、一部分解羊毛繊維が洗浄される
。具体的には、一部分解羊毛繊維に残存する分解タンパク質が極性有機溶媒により洗い流
される。
【００１６】
　なお、タンパク質分解工程から洗浄工程に移るとき、一部分解羊毛繊維が水分を含んだ
状態で有機極性溶液中に投入される必要がある。タンパク質分解工程完了後に、一部分解
羊毛繊維を乾燥させてしまうと分解タンパク質が固化し、再度、タンパク質分解工程を行
う必要があるからである。また、一部分解羊毛繊維は手で強く絞って大部分の水分を除い
ておくのが好ましい。
【００１７】
　また、極性有機溶液としては、炭素数が３～５を有するアルコールが好ましく、メチル
アルコール、エチルアルコール、イソプロピルアルコール、プロピルアルコール、ブタノ
ールの群から選択される少なくとも１つのアルコールであるのがより好ましい。
【００１８】
　（３）乾燥工程
　乾燥工程では、洗浄工程を経た一部分解羊毛繊維が乾燥処理される。なお、乾燥は、真
空乾燥であってもよいし、熱風乾燥であってもよい。
【００１９】
　なお、この乾燥工程後の一部分解羊毛繊維は、分枝構造（表面がささくれ立っている構
造）や多孔質構造を有する。このような一部分解羊毛繊維は、比表面積が大きくなるほど
染色時の深色性が良好となる反面、機械的特性が低下することになる。したがって、最終
製品形態の必要特性を考慮しながら一部分解羊毛繊維の比表面積と機械的特性のバランス
を取る必要がある。
【００２０】
　また、本発明において、乾燥工程後、一部分解羊毛繊維は、そのまま染色工程に移され
てもよいし、綿状体とされた後に染色加工に移されてもよいし、紡績糸に加工された後に
染色工程に移されてもよいし、さらに布帛に加工された後に染色工程に移されてもよい。
【００２１】
　（４）染色工程
　染色工程では、洗浄工程後の一部分解羊毛繊維が黒色染料溶液に浸漬されて漆黒色に染
色される。なお、以下、このようにして得られる一部分解羊毛繊維を「漆黒色羊毛繊維」
と称する。
【００２２】
　なお、黒色染料溶液としては、例えば、酸性媒染染料、含金染料、その他の獣毛用染料
が挙げられる。
【００２３】
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　また、本発明において、染色工程では、一浴で染色処理が完了されてもよい。
【００２４】
　また、本発明において、染色工程は、黒色染料溶液を８０度Ｃから１００度Ｃの範囲で
加熱しながら行うのが好ましい。
【００２５】
　また、本発明では、上記のようにして得られる漆黒色羊毛繊維をさらに濃染剤（低屈折
率化合物）で処理する。このようにすれば、漆黒色羊毛繊維の反射光量を減少させること
ができ、延いては、漆黒色羊毛繊維の色をより深色化、鮮明化することができる。
【００２６】
　なお、本発明において使用可能な濃染剤としては、例えば、反応性ビニル樹脂、反応性
ウレタン樹脂、フッ素系樹脂やシリコン系高分子などの樹脂化合物などが挙げられる。な
お、これらの濃染剤の中でも反応性ビニル樹脂や反応性ウレタン樹脂が好ましい。また、
濃染剤としては、洗濯耐久性を高めるために、末端に反応性の官能基を有する化合物を用
いるのが好ましい。
【００２７】
　＜漆黒色羊毛繊維の応用＞
　本発明に係る漆黒色羊毛繊維は、紡績糸中に含ませることができる。このような紡績糸
は、テキスタイル製品に好ましい風合いを与えることができる。
【００２８】
　また、漆黒色羊毛繊維は他の原料からなる繊維（以下「第三繊維」という）と混紡され
てもかまわない。第三繊維としては、例えば、綿、麻などのセルロース系繊維、羊毛など
のタンパク質繊維、疎水性合成繊維、親水性合成繊維などが挙げられる。なお、漆黒色羊
毛繊維を疎水性合成繊維や親水性合成繊維などと混紡する場合は、合成繊維を漆黒に染色
した後に漆黒色羊毛繊維と混紡するのが好ましい。このようにすれば、漆黒色羊毛繊維の
深色性と合成繊維の深色性を均一にすることができると共に、混紡紡績糸を優れた強度を
与えることができる。
【００２９】
　また、本発明に係る漆黒色羊毛繊維を第三繊維と混紡する場合、第三繊維が２０ｍｍ以
上の長さを有するのが好ましい。紡績糸や織物などの繊維製品の強度を適度に維持するこ
とができるからである。
【００３０】
　また、本発明に係る漆黒色羊毛繊維を第三繊維と混紡する場合、最終製品形態の必要特
性（機械的特性等）を考慮しながら、漆黒色羊毛繊維と第三繊維との混合量を決定すべき
である。
【００３１】
　また、漆黒色羊毛繊維は芯鞘構造の鞘糸として用いられるのが好ましい。特に、漆黒色
羊毛繊維をフォーマルブラック用の織物に用いる場合には、織物表面の毛羽を抑え、その
織物にハリのある風合や光沢を与えると共にストレッチ性などを与えるために、ポリエス
テルフィラメントやポリウレタンフィラメントなどの疎水性合成繊維を芯糸とする芯鞘複
合糸としたり、同疎水性合成繊維との合撚糸としたりするのが好ましい。
【００３２】
　本発明に係る漆黒色羊毛繊維は、綿状体、トップ、単糸、双糸、ニット糸、紐、織物、
編み物、フェルト、不織布などに加工され得る。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明の漆黒色羊毛繊維は、上述の通り、分枝構造（表面に数μｍ程度のささくれが存
在する構造）および多孔質構造（繊維内部に微細な空孔を有する構造）を有しており、高
い染料吸尽性を示すため、Ｌａｂ表色法における明度（Ｌ値）が１０．００以下の優れた
深色性を発揮する。
【図面の簡単な説明】
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【００３４】
【図１】本発明に係る漆黒色羊毛繊維の走査型電子顕微鏡写真である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、実施例により、本発明をさらに具体的に説明する。なお、本発明は以下の実施例
に限定されるものではない。
【００３６】
（参考例１）
　＜漆黒色羊毛繊維糸の作製＞
　２Ｌの水に羊毛繊維１００％（平均繊維径１９．９μｍ）の４８番手双糸の紡績糸（上
撚り４００Ｔ／ｍ、下撚り５９０Ｔ／ｍ）（以下「羊毛紡績糸」という）１００ｇを浸漬
し、続けてその水にテキスポートＳＮ１０（日華化学社製）１０ｇと酢酸６ｇとを水１Ｌ
に溶解した液を加えた。そして、羊毛紡績糸をその液に１０分間浸漬した。次に、その液
にバソランＤ.Ｃ(ビーエーエスエフジャパン（株）製)８ｇを水２リットルに溶解した液
を加え、羊毛紡績糸を常温で５０分間処理した後に水洗して、羊毛繊維糸のスケールオフ
加工を行った。
【００３７】
　次に、スケールオフ加工済みの羊毛繊維糸を３Ｌの０．４重量％水酸化ナトリウム水溶
液（ｐＨ１２．７）に浸漬し、４０度Ｃで１２０時間、羊毛繊維糸に対してタンパク質分
解処理を行った。そして、水酸化ナトリウム水溶液から羊毛繊維糸を取り出して水洗いし
た後、その羊毛紡績糸をイソプロピルアルコール溶液に浸してその羊毛紡績糸から分解タ
ンパク質を抽出して羊毛紡績糸を洗浄した。その後、その羊毛紡績糸を１００度Ｃの温度
で２０分間乾燥した。なお、以下、このようにして得られた羊毛紡績糸を「改質羊毛紡績
糸」と称する。
【００３８】
　そして、改質羊毛紡績糸の重量に対して３重量％となるようにＥｒｉｏｃｈｒｏｍＢｌ
ａｃｋＴＦＤ－Ｓ（服部染料薬品（株））を１０Ｌの水に加え、また、改質羊毛紡績糸の
重量に対して１．８重量％となるようにＣｈｒｏｍｅＢｌａｃｋＰＬＷ（二葉産業（株）
）を先の水に加え、また、改質羊毛紡績糸の重量に対して０．１重量％となるようにＣｈ
ｒｏｍｅＯｒａｎｇｅＦ－Ｌ（二葉産業（株））を先の水に加え、また、改質羊毛紡績糸
の重量に対して３重量％となるように酢酸を先の水に加えて、黒色染料溶液を調製した。
次に、１ｋｇの改質羊毛紡績糸を黒色染料溶液に浸漬した後、その黒色染料溶液を１００
度Ｃまで昇温させ、３０分間、黒色染料溶液を１００度Ｃに維持した。なお、黒色染料溶
液の昇温中、温度が７０度Ｃに達した時点で黒色染料溶液に改質羊毛紡績糸の重量に対し
て１重量％のギ酸を加えた。次に、黒色染料溶液の温度を８０度Ｃまで降温させた後に、
改質羊毛紡績糸の重量に対して０．９５重量％となるように重クロム酸ソーダを黒色染料
溶液に加えた。続いて、その黒色染料溶液を９５度Ｃまで昇温させ、２０分間、黒色染料
溶液を９５度Ｃに維持した。その後、改質羊毛紡績糸を黒色染料溶液から取り出して８０
度Ｃで乾燥した。なお、以下、上述のようにして染色された改質羊毛紡績糸を「漆黒色羊
毛紡績糸」と称する。
【００３９】
　＜深色性の評価＞
　上述の漆黒色羊毛紡績糸のＬ値を測色器（ミノルタ社製のＳｐｃｔｒｏｐｈｏｔｏｍｅ
ｔｅｒＣＭ－３６００Ｄ）で測定したところその数値は１１．０３であった。なお、測定
条件は、以下の通りである。また、この漆黒色羊毛紡績糸の走査型電子顕微鏡写真を図１
に示した。
【００４０】
　　視野角：２度
　　光源：ｍａｃ６５
　　測定方式：ＣＩＥ７６Ｌａｂ方式
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【実施例１】
【００４１】
　＜平織物の作製＞
　プロジェクタイル織機（ＳＵＬＺＥＲ社）を用いて、参考例１で得られた漆黒色羊毛紡
績糸から、縦４０本横３７本の織り密度を有する平織物を作製した。
【００４２】
　そして、この平織物を、３重量％の濃染剤ラスターＮｏ９６（小谷化学(株)）水溶液に
常温で３０分浸漬した。その後、この平織物をマングルで絞り１００度Ｃで乾燥した。
【００４３】
　＜深色性の評価＞
　上述の平織物のＬ値を参考例１と同様に測定したところその数値は９．８０であった。
（参考例２）
【００４４】
　＜漆黒色羊毛繊維糸の作製＞
　２Ｌの水に羊毛繊維１００％（平均繊維径１９．９μｍ）の４８番手双糸の紡績糸（上
撚り６９０Ｔ／ｍ、下撚り６６０Ｔ／ｍ）（以下「羊毛紡績糸」という）１００ｇを浸漬
し、続けてその水にテキスポートＳＮ１０（日華化学社製）１０ｇと酢酸６ｇとを水１Ｌ
に溶解した液を加えた。そして、羊毛紡績糸をその液に１０分間浸漬した。次に、その液
にバソランＤ.Ｃ(ビーエーエスエフジャパン（株）製)８ｇを水２リットルに溶解した液
を加え、羊毛紡績糸を常温で５０分間処理した後に水洗して、羊毛繊維糸のスケールオフ
加工を行った。
【００４５】
　次に、スケールオフ加工済みの羊毛繊維糸を３Ｌの０．４重量％水酸化ナトリウム水溶
液（ｐＨ１２．７）に浸漬し、４０度Ｃで１２０時間、羊毛繊維糸に対してタンパク質分
解処理を行った。そして、水酸化ナトリウム水溶液から羊毛繊維糸を取り出して水洗いし
た後、その羊毛紡績糸をイソプロピルアルコール溶液に浸してその羊毛紡績糸から分解タ
ンパク質を抽出して羊毛紡績糸を洗浄した。その後、その羊毛紡績糸を１００度Ｃの温度
で２０分間乾燥した。なお、以下、このようにして得られた羊毛紡績糸を「改質羊毛紡績
糸」と称する。
【００４６】
　そして、改質羊毛紡績糸の重量に対して８重量％となるようにＭｏｒｄａｎｔ　Ｂｌａ
ｃｋ　ＥＸ（二葉産業（株））を１０Ｌの水に加え、また、改質羊毛紡績糸の重量に対し
て０．８６重量％となるようにＣｈｒｏｍｅ　Ｆａｓｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｚ-ＲＫＰ（二葉
産業（株））を先の水に加え、また、改質羊毛紡績糸の重量に対して０．６重量％となる
ようにＥＳ－１００Ｎ（日成化成（株））を先の水に加え、また、改質羊毛紡績糸の重量
に対して１重量％となるように酢酸を先の水に加えて、黒色染料溶液を調製した。次に、
１００ｇの改質羊毛紡績糸を黒色染料溶液に浸漬した後、その黒色染料溶液を１００度Ｃ
まで昇温させ、３０分間、黒色染料溶液を１００度Ｃに維持した。なお、黒色染料溶液の
昇温中、温度が７０度Ｃに達した時点で黒色染料溶液に改質羊毛紡績糸の重量に対して２
．５重量％のギ酸を加えた。次に、黒色染料溶液の温度を８０度Ｃまで降温させた後に、
改質羊毛紡績糸の重量に対して１．３重量％となるように重クロム酸ソーダを黒色染料溶
液に加えた。続いて、その黒色染料溶液を９５度Ｃまで昇温させ、２０分間、黒色染料溶
液を９５度Ｃに維持した。その後、改質羊毛紡績糸を黒色染料溶液から取り出して８０度
Ｃで乾燥した。なお、以下、上述のようにして染色された改質羊毛紡績糸を「漆黒色羊毛
紡績糸」と称する。
【００４７】
　＜深色性の評価＞
　上述の漆黒色羊毛紡績糸のＬ値を参考例１と同様に測定したところその数値は１１．０
７であった。
【実施例２】
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【００４８】
　＜漆黒色獣毛繊維糸の作製＞
　参考例２で得られた漆黒色羊毛紡績糸を８重量％の濃染剤ＢＵＩＬＤＥＲ　Ｗ－３３Ｎ
（摩耶貿易（株））水溶液に常温で３０分浸漬した後にマングルで絞り、その漆黒色羊毛
紡績糸を１４０度Ｃで２分間、１６０度Ｃで１分間乾燥した。
【００４９】
　＜深色性の評価＞
　上述の漆黒色羊毛繊維糸のＬ値を参考例１と同様に測定したところその数値は８．６６
であった。
【００５０】
（比較例１）
　＜漆黒色獣毛繊維糸の作製＞
　羊毛紡績糸を改質せず、羊毛紡績糸を直接、黒色染料溶液に浸漬して染色した以外は、
参考例１と同様にして漆黒色羊毛紡績糸を得た。
【００５１】
　＜深色性の評価＞
　上述の漆黒色羊毛紡績糸のＬ値を参考例１と同様に測定したところその数値は１２．２
０であった。
【００５２】
（比較例２）
　＜漆黒色獣毛繊維糸の作製＞
　比較例１で得られた漆黒色羊毛紡績糸を３重量％の濃染剤ラスターＮｏ９６（小谷科学
（株））水溶液に常温で３０分浸漬した。その後、その漆黒色羊毛紡績糸をマングルで絞
り、１００度Ｃで乾燥した。
【００５３】
　＜深色性の評価＞
　上述の漆黒色羊毛紡績糸のＬ値を参考例１と同様に測定したところその数値は１１．２
４であった。
【００５４】
（比較例３）
　＜漆黒色獣毛繊維糸の作製＞
　羊毛紡績糸を改質せず、羊毛紡績糸を直接、黒色染料溶液に浸漬して染色した以外は、
参考例２と同様にして漆黒色羊毛紡績糸を得た。
【００５５】
　＜深色性の評価＞
　上述の漆黒色羊毛紡績糸のＬ値を参考例１と同様に測定したところその数値は１２．０
８であった。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明に係る漆黒色羊毛繊維は、Ｌ値が１０．００以下であり、漆黒色が好まれるフォ
ーマルウェア等の素材として有用である。
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